
① 意図や感情の理解をする

② 自分の気持ちを言葉で表現する

③ 他者の意図や感情を理解し、行動

【１ブロック高学年６年生】＜人間関係
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にしてポラリスが作成した教材』 （ポラリス：和歌山県発達障害者支援
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小学部の１ブロックでは、１～３年生は「にこにこタイム

課題に応じた取り組みを行っています。

小学部２ブロック】

ブロックでは、朝の自立活動の時間に、児童の実態

はコミュニケーションの取組の一例を紹介します。
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